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＜危機管理体制の強化＞
（1）危機管理部門の職員を危機管理の専
門家として養成する必要があるがいかが
か。（2）区民をテロの脅威から守るため、
（ア）区民に向けたテロ対策の啓発につ
いて伺う。（イ）テロ対策訓練の実施につ
いて伺う。（ウ）官民一体となったテロの

水際対策の構築について伺う。
区長　（1）専門家の養成は相当の研修期
間が必要であるため、今後、効果的な方策に
ついて調査研究していく。（2）（ア）関係機関
と情報を共有し、正確で適切な情報発信と
定期的な訓練に努める。（イ）平成22年以降
毎年、訓練を実施しており、今後も様々な事

態を想定した訓練を実施する。（ウ）不審事
象の通報啓発等により実態把握に努める。
＜人が輝く社会の実現＞
（1）賃金上昇や働き方改革を議論し、対
策を講ずるため、目黒版政労使会議の設
置ができないか。（2）日本版のネウボラ
（※）である子育て世代包括支援センター
を５つの地域包括支援センターに設置で
きないか。（3）高齢者の貧困対策につい
て、（ア）高齢者の貧困対策の現状と課題
について伺う。（イ）高齢者の就労支援事
業ついて伺う。
区長　（1）地域の雇用環境等に関する課
題解決に向け、調査研究に取り組む。（2）地

域包括支援センターは、高齢者を中心とし
た窓口となっている。今後は、関係部門の課
題を整理し、十分に研究する。（3）（ア）経済
的困窮者が増加しており、早期に自立相談
支援機関につなぐ必要がある。（イ）自立相
談支援機関に就労支援員を配置し、生活
支援と一体的に支援を行っている。

新たな危機に備えよ！
人が輝き活躍できる社会の実現を

公明党目黒区議団　川原 のぶあき　議員

＜狭い道路こそ無電柱化の推進を！＞
木造住宅密集地域で地震等により電柱が
倒壊した場合には、住民の避難や救助・救
援活動に大きな支障となる。防災力の向
上と災害時の安全確保の観点から、まず
木密地域の無電柱化を進めるべき。
区長　目黒本町･原町地区では、補助46号

線整備により一定の幅員の歩道が設置さ
れ、電線類の地中化が行われる予定。木造
住宅密集地域では、歩道が設置されていな
い幅員の狭い区道が大部分であるため、直
ちにこの地域から地中化を進めることは困
難な状況にある。
＜道徳•日本文化の教育の充実を！＞

（1）国･都･区の道徳教材がある中で、区
立小中学校での道徳教育の具体的内容
について伺う。（2）道徳教育充実のため
のアクティブ･ラーニング(※)について、
区の現状と課題について伺う。（3）子ど
もたちが外国語を学ぶと同時に、発信者
となって外国の方々へ日本の伝統や文化
を伝えることができるようしっかりと学ぶ
必要があるが、現在の取組み状況につい
て伺う。
教育長　（1）感動を覚え、考えを深められる
教材が大切であると考え、身近な題材から
考え行動する態度を育むことをねらいとした
内容となっている。（2）自然宿泊体験教室な

どでアクティブ･ラーニングの手法を取り入れ
ている。児童･生徒が主体的･協働的に学
ぶ学習となっているか見直す必要がある。
（3）まず日本のことや文化についての学習
活動の充実が必要であることから、学習指
導要領に基づき、伝統や文化、地理･歴史･
音楽など幅広い学習を行っている。

木造住宅密集地域の無電柱化推進と
目黒らしい教育のあり方を

自由民主党目黒区議団　小林 かなこ　議員

予算特別委員会正副委員長

佐藤 ゆたか副委員長 いその 弘三委員長

一 般 会 計

平成28年度予算案に対する討論（要旨）●詳細は、目黒区議会会議録または区議会ホームページの会議録検索をご覧ください。

日本共産党目黒区議団　岩崎 ふみひろ　議員
反対

区民の困難解決に背を向け、
平和守る立場に立てない区政は転換を

　反対する第1の理由は、子育て支援に
ついて、保育園に入れない親の立場に
立ち、真剣に保育園を増設しようという姿
勢が、まったく感じられない。涙ながらに
訴える父母の前に、区長は姿すら見せな
い。
　第2は、｢受益者負担の原則｣と言って
保育料や施設使用料を引き上げる計画
はやめ、｢新たな施設は原則つくらない、
区民一人あたりの区有施設面積を15％
削減する｣ことを打ち出している区有施

設見直し方針は、区民の切実な要求の
実現を阻み見直すべきだ。
　第3は、区民サービスの充実のために
働いている職員の待遇を悪くする職員
削減計画と民営化計画はストップさせる
べきだ。
　安保法制＝戦争法について、平和都
市宣言をしている自治体の首長として、
平和憲法の立場から異を唱えられない
のも大問題だ。

須藤 甚一郎　議員
反対

青木区長は区有地を違法な随意契約で売却！
損害額19億余支払え！

　私｢闘う！無所属｣は、平成28年度一
般会計予算に反対だ。主な理由を述べ
る。区民の貴重な財産である区有地JR
跡地(旧国鉄宿舎跡地)を購入し21年、
青木区長は違法な随意契約で、最高購

入希望価格61億７千万円余だったが42
億円余で東京音大グループに売却した。
青木区長が目黒区に損害を与えた19億
６千万円余返還の監査請求を起し、次に
住民訴訟を提起する。

自由民主党目黒区議団　おのせ 康裕　議員
賛成

待機児童等、緊急課題に財源を示し
実行可能な会派予算要望を実現

　アベノミクスは雇用と収入を増やし結
果を出している。次は、皆が活躍できる一
億総活躍社会で、成長と分配の好循環
を目指す状況だが、世界経済は不透明
さを増し、リーマンショックが基礎的自治
体に与えた傷跡を忘れてはならない。我
が区の財政は東京都同様、景気の変動
に左右されやすいという特性を再認識
し、基金の積立と既存事業の見直しによ
る財源確保を着実に実施する必要があ
る。区内特別養護老人ホーム新設、区役

所用地や公園用地の活用による保育園
増設、桜の保全、75歳以上インフルエン
ザワクチン無料化等、我が会派要望、会
派議員が地域の声と財源を見越した現
実対応可能な予算要望を行った施策の
実現が盛り込まれている点は大いに評
価する。監査意見書並びに我が会派所
属委員から申し述べた審議内容を十分
反映されることを要望し賛成する。

公明党目黒区議団　武藤 まさひろ　議員
賛成

区民の声をしっかりと聴きながら
希望ある目黒区の構築を

　区の財政については、平成15年度末
に791億円もあった特別区債残高は186
億円まで減少する一方、131億円に過ぎ
なかった積立基金残高は309億円まで改
善されたことは、非常に評価する。
　今後は、保育所や介護施設整備は建
物というハード面の整備地確保、さらに
区有施設の更新費用などは何をどう整
備していくのか、明確にすることが大切で
ある。
 しかし、最後には、その組織の長のリー

ダーシップがいかに重要であるか。今後
の目黒の未来をどう位置づけていくのか
リーダーの役割は重大である。
　将来にわたる大きな課題は、取り組む
方向性を打ち出し、まずは区民の声を
しっかりと聴きながら財源確保を含めて
希望ある目黒区の構築に尽くしていくこ
と。そして職員全体が区民の目線で、物
事を見、きめ細やかに対応することを要
望し賛成する。

民主党目黒区議団　青木 早苗　議員
賛成

長期的な視点を持って、
より積極的に行財政改革の取組みを！

　平成28年度目黒区一般会計予算に
賛成する。社会保障制度を持続させる
人口構成の構築、行政のスリム化、歳入
規模に見合った事業のあり方や職員配
置の聖域なき見直しなどを、会派として
求めてきた。
　具体的には、行政の｢見える化｣を図る
ため、情報公開をさらに積極的に進める
とともに、介護基盤整備や民間建築物の
耐震化、大きな課題である私立保育所
整備等が、より前進するよう取組みを求

める。また、一人親家庭へのできる限りの
支援の実施、英語教育を通じた小中連
携のさらなる取組み等、将来世代に責任
を持って引き継げる社会を目指し、｢住み
たいまち、住み続けたいまちめぐろ｣がさ
らに魅力あふれるまちになるよう一層の
努力を求める。
　区民の生活を守ることが区の最大の
使命であることをあらためて心に刻み、
区民の安全安心をしっかり支えることを
強く要望する。

維新の会・無所属目黒区議団　小沢 あい　議員
賛成

現代の状況変化に対応し、
重点的かつ効率的な予算執行を！

　少子高齢化社会のさらなる進展、世
界経済の不透明な状況、法人住民税の
一部国税化の拡大など、目黒区の財政
をめぐる状況には様々な不確定要因が
指摘されるところである。今後とも健全な
財政運営を維持しながら区民サービスの
充実を図っていくためには、より一層の効
率的な予算執行、そして施策に優先順

位を付けた重点的な予算執行が求めら
れる。特に将来の生産年齢人口の増加
につながる子育て支援施策、いつ起こっ
てもおかしくないとも言われる首都直下
型地震に対する防災施策、区有施設の
再編化による跡地の有効利用など、重点
的に推進するべき施策にきちんと対応す
ることを望み、予算案に賛成する。

鴨志田 リエ　議員
賛成

住みたい街3位にランクインした
目黒区の魅力を高めよ

　男性は利便性や資産価値、女性は治
安のよい適度な規模のお洒落な街とし
て、住みたい街３位にランクイン。居住意
識にアンテナを高くし情報発信を強化せ
よ。税収増で財政は改善したが、待機児

童と生活保護増は区だけでは解決でき
ず、現場を預かる自治体が国を動かせ。
行政と議会が切磋琢磨し、目黒の魅力を
高めよ。

竹村 ゆうい　議員
賛成 今一度原点に立ち返り、政策本位の目黒区政を！

　区民生活に大きな負担を強いた３年
間があったからこそ、基金の積増しがで
きた。遅すぎた待機児童対策・特別養護
老人ホーム整備に対する不信感、痴漢
行為や出勤時間改ざんによる不正受給

など度重なる区職員の不祥事に対する
怒りが区民感情の大部分である。
　今一度原点に立ち返り、政策本位の目
黒区政を進めていくことを要望する。

一般会計予算の内訳

平成28年度　各会計 予算のあらまし 各会計の予算額、一般会計予算の内訳の概要は、図表のとおりです。
（図表の数値は、四捨五入をした関係で、合計額と一致しないことがあります。）

会計別当初予算額

会計区分 
一般会計 
特別会計

合　　計

28年度
（単位：億円）

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

27年度 増減率（%）
930.6
565.8
316.6

60.8
188.4

1,496.4

929.3
514.7
265.9

60.1
188.7

1,444.0

0.1
9.9

19.1
1.2

△0.1
3.6

特別区税
425億円
45.7%その他

113億円　12.1%
都支出金

55億円　5.9%

国庫支出金
121億円　13.0%

譲与税･交付金
217億円　23.3%

歳入
931億円 健康福祉費

423億円　45.4%

区民生活費
120億円　12.8%

総務費
89億円　9.6%

議会費
7億円　0.8%

教育費
 120億円　12.9%

公債費等
52億円　5.6%

環境清掃費
45億円　4.8%

都市整備費
 68億円　7.3%

産業経済費
 7億円　0.8%

歳出
931億円

最近の委員会の主な議題（平成28年1月～3月）

年度募集結果及び平成28年度の募集
・地域交流サロン・会食サービスの実施案
・目黒区における障害を理由とする差別の解消の推進
に関する対応要領（素案）
2月26日（金曜日）
・議案審査
・平成28年第1回臨海部広域斎場組合議会定例会
・プレミアム商品券の販売結果
・「めぐろ芸術文化振興プラン」改定案
・友好都市・気仙沼市復興応援写真展～復興途中の気
仙沼市を知る～の開催
・目黒区スポーツ推進計画案
・目黒区立碑文谷野球場臨時休場
・めぐろ10ｋｍマラソン（仮称）の検討状況
・新しい介護予防・日常生活支援総合事業の実施
・生活支援サービスの充実について（案）
・介護人材の確保・定着支援事業の実施案
2月29日（月曜日）
・陳情審査

1月13日（水曜日）
・東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業
化計画）（案）
・補助26号線沿道（中央町二丁目・鷹番二丁目の一
部）の高度地区の都市計画変更原案
・目黒区三田地区駐車場の臨時休業
・工事報告「交通安全施設等整備工事（あんしん歩行
エリア形成事業）」
・工事報告「目黒川沿川通路補修工事（下目黒一丁
目）」
・工事報告「道路改良工事（緑が丘三丁目）」
・工事報告「道路維持工事（自由が丘二丁目）」
・東京都が整備する人道橋の橋名提案の考え方
・工事報告「碑文谷五丁目児童遊園改良工事」及び
「衾町公園改良工事（第一期）」
・「原町一丁目・洗足一丁目地区地区計画」の区域内
における建築物の制限に関する条例制定の考え方
・平成27年度区営住宅の入居者再募集
・目黒清掃工場建替事業に係る環境影響評価手続き
2月10日（水曜日）
・風営法の改正に伴う地区計画の一部変更について
（原案）
・雨水流出抑制施設等設置助成制度の改正
・目黒のサクラ保全事業報告会
・目黒清掃工場建替えに伴うシルバーアトリエ事業の
休止
・目黒区一般廃棄物処理基本計画改定案
2月26日（金曜日）
・議案審査
・都市再生推進法人制度を活用した自由が丘駅周辺地
区のまちづくりの取り組み
・目黒区みどりの基本計画改定案
・平成28年度における放射性物質への対応について
（案）
・目黒清掃工場整備事業計画策定調査に関する要望に
対する東京二十三区清掃一部事務組合からの報告
・目黒清掃工場の前面道路舗装改良
2月29日（月曜日）

・【視察：目黒区粗大中継所】
・陳情審査

1月13日（水曜日）
・【視察】東山小学校
・平成27年度目黒区立学校第三者評価結果報告書
・平成28年成人の日のつどい実施結果
・目黒区立図書館基本方針の策定
・第6回「ティーンズ・フェスタ・イン・めぐろ
2015」の実施結果
・不動児童館施設に係る保育施設整備・運営事業者の
決定
・目黒区総合庁舎未舗装駐車場に係る保育所整備・運
営事業者の公募
・第四中学校跡地活用計画素案
・賃貸型認可保育所（平町二丁目）整備の状況
2月10日（水曜日）
・平成28年度区立幼稚園及びこども園の入園申込状
況等
・平成27年度「新しい東北」先導モデル事業による
学校給食の実施
・区立第四中学校跡地施設の暫定利用
・目黒区立中学校特別支援教室モデル事業の実施
・菅刈住区センター学童保育クラブの仮移転
・目黒区セカンドファミリー事業のモデル実施
・平成28年4月区内認可保育所等入所申込状況（速報
値）
・平成28年度賃貸型認可保育所整備・運営事業者の
募集
2月26日（金曜日）
・議案審査
・平成28年度教育行政運営方針（案）
・平成28年度における放射性物質への対応について
(案)
・目黒区立上目黒小学校の改修工事
・平成27年度「いじめ問題を考える子ども会議」の
実施状況
・烏森住区センター児童館学童保育クラブ移転後のス
ペースを活用した定期利用保育事業の実施
・賃貸型認可保育所（平町二丁目）開設予定等
2月29日（月曜日）
・陳情審査
・学童保育クラブ運営委託事業者の決定
・平成28年度学童保育クラブ入所申込状況
・東京都ひとり親家庭子供サポートモデル事業（学習
塾型）の実施状況

1月13日（水曜日）
議会運営（区側）
・北朝鮮の核実験に対する抗議文について
議会運営（議会側）
・北朝鮮による核実験実施に対する対応について
1月27日（水曜日）
・平成28年第1回目黒区議会定例会区長所信表明につ
いて
・平成28年度組織改正について
・平成27年度目黒区各会計補正予算案について
・平成28年度目黒区各会計予算案について
・平成28年4月から平成29年3月までの区議会予定表
（案）について
・平成27年度（5月～9月）分政務活動費収支報告書

に係る議長の調査結果について（報告）
・行政不服審査法改正に伴う議会関連条例等への影響
と対応について
2月4日（木曜日）
・平成28年第1回定例会の招集について
・提出予定議案について
・会期及び会期中の日程について
・議会運営委員会に提案する意見書等について
・代表質問・一般質問の通告期限について
・請願・陳情について
・予算特別委員会の設置及び正副委員長の選出について
・本会議における討論通告書の提出期限について
・行政不服審査法改正に伴う議会関連条例等への影響
と対応について
2月12日（金曜日）
・陳情について
・代表質問・一般質問の順序について
・目黒区議会情報公開条例等の改正について
2月19日（金曜日）
・追加提出議案について
・議事日程及び進行順序について
・委員会の開催予定について
・意見書等（案）について
・陳情取り下げについて
・諮問（人権擁護委員候補者の推薦）について
・予算特別委員会の正副委員長の候補者について
・目黒区議会情報公開条例等の改正について
・議会運営事項検討会について
2月25日（木曜日）
・諮問（人権擁護委員候補者の推薦）に対する賛否に
ついて
・議事日程及び進行順序について
・意見書等案について
・平成28年度都区財政調整方針について
・平成27年度都区財政調整再調整方針について
・目黒区議会情報公開条例の一部を改正する条例につ
いて
・議会運営事項検討会について
・陳情審査
3月8日（火曜日）
・追加提出議案（議員提出）について
・討論通告について
・陳情取り下げについて
・議事日程及び進行順序について
・政務活動費に係る日程について
・特別委員会について
3月17日（木曜日）
・会派の変更について
3月23日（水曜日）
・討論通告について
・議事日程及び進行順序について

1月22日（金曜日）
・【視察：神奈川県庁、特別養護老人ホーム芙蓉苑、
湘南ロボケアセンター】
3月2日（金曜日）
・目黒区人口ビジョン案及び目黒区まち・ひと・しご
と総合戦略案

1月13日（水曜日）
・第四中学校跡地活用計画素案
・個人番号（マイナンバー）を独自利用する事務の追加
・多言語広報への取組み
・契約報告（11件）
・土地売買契約
2月10日（水曜日）
・区立第四中学校跡地施設の暫定利用
・「地方分権改革」第5次一括法への対応
・平成28年度組織改正
・平成28年新年のつどいの実施結果
・「平成28年2月から適用する公共工事設計労務単
価」の適用に伴う特例措置及びインフレスライド条
項の運用
・区有財産売買契約
・目黒区長選挙執行計画（概要）
2月26日（金曜日）
・議案審査
・目黒区教育に関する大綱案
・平成28年度都区財政調整方針
・平成27年度都区財政調整再調整方針
・職員の懲戒処分
2月29日（月曜日）
・陳情審査
・目黒区情報化推進計画改定案
・目黒区男女平等・共同参画推進計画改定案
・目黒区女性職員活躍推進計画の策定
・契約報告（２件）
・目黒区登録業者の指名停止措置
3月1日（火曜日）
議案審査

1月13日（水曜日）
・産業競争力強化法に基づく創業支援事業計画の認定
申請
・東山住区センター改築予定スペースの見直し
・第四中学校跡地活用計画素案
・目黒区立東山高齢者在宅サービスセンターの目黒区
立在宅ケア多機能センターへの転用及び目黒区立東
山在宅介護支援センターの廃止
2月10日（水曜日）
・平成28年度国民健康保険事業
・平成28年第１回東京都後期高齢者医療広域連合議
会定例会における議決結果等
・目黒区民センターレストランの活用による障害者就
労支援施設の整備
・目黒区立目黒区民センター体育館トレーニング室等
の臨時休場
・区立第四中学校跡地施設の暫定利用
・菅刈住区センター住区会議室・併設の老人いこいの
家の臨時休館
・健康めぐろ21（平成28～37年度）改定案
・妊婦健康診査の検査項目追加
・目黒区地域密着型サービス等整備事業者の平成27

常任委員会
企画総務委員会

特別委員会
目黒総合戦略等調査特別委員会

議会運営委員会

生活福祉委員会

文教・子ども委員会

都市環境委員会

【用語解説】
※ネウボラ(neuvola)：フィンランド語で｢アドバイス
(neuvo)する場所｣という意味で、妊娠から出産･
育児を一貫して就学前まで一人の保健師が継
続的にサポートする制度。

【用語解説】
※アクティブ･ラーニング：教員による一方向的な講
義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学
修への参加を取り入れた教授･学習法の総称。
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